


















趣向を変えて

氷上クリスマス
市民の森スケート場で12月19日、「クリスマ

スフェスティパノレjが開催されました。ナイ

タースケートで楽しむクリスマスとあって、

親子連れなど約220人が参加。アイスダンス、

大声コンテスト(写真右)、氷上スライデイン

グ大会 (同右下)など、盛りだくさんの内容

に、参加者は時間のたつのも忘れ、楽しんで

し、ましfこ。

楽しくべッタン/

市内常磐城の乳児院で12月9日、 「もちつきJが
行われました。乳児たちは保母さんらがキネをつ

く周りで見学。最後に出来上がったおもちを、お

いしそうにほおばっていました。

広報うえだ63.1. 1 [10] 

4
上
田
市
が
。
星
空
の
街
。
に

環
境
庁
は
、
星
空
観
察
を
通
じ
て
身
近
な
空
を
大
切

に
し
て
も
ら
お
う
と
、
昨
年
夏
に

「星
空

の
街
コ
ン
テ

ス
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
が
こ
の
ほ
ど
発

表
さ
れ
、
上
田
市
も
か
星
空
の
街
。
一
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
夏
の
代
表
的
な
星
座
で
あ
る
「
こ
と
座
」
の

中
の
星
三
つ
を
三
角
形
で
結
ぴ
、
こ
の
中
に
見
え
る
星

の
数
を
競
う
も
の
で
す
。

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
全
国
一か
ら

二
百
六
十
七
市
町
村
が
参
加
し
て
、
百
八
市
町
村
が
選

定
さ
れ
ま
し
た
。
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転入者に聞く

望月早苗さん

(30歳・中村) レンズ雲が現れる

12月15日の朝から夕方にかけて、上回盆

地の東にある烏帽子岳付近に豆のさやに似

た珍しいレンズ雲が現れ、市民のちょっと

した話題になりました。

本
格
的
な
正
月
料
理
を

下
水
道
の
整
備
を
早
く

望
月
さ
ん
は
、
ご
主
人
の
転
勤
で

一
昨
年
の
三
月
、
静
岡
県
富
士
宮
市

か
ら
上
田
市
へ
転
入
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
、
ご
主
人
と
子
ど
も
さ
ん
二

人
の
四
人
で
す
。

|
|
上
田
市
の
第
一
印
象
は
。

転
勤
が
決
ま
っ
た

一昨
年
の
二
月
、

初
め
て
上
田
市
へ
来
た
の
で
す
が
、

道
路
の
ほ
こ
り
が
多
く
て
気
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ

ヤ
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
後
で

知
り
ま
し
た
。

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
と
い
え
ば
、
セ

ン
タ
ー
ラ
イ
ン
や
横
断
歩
道
と
い
っ

た
道
路
の
白
線
を
消
し
て
し
ま
う
の

で
、
車
を
運
転
し
て
い
て
も
、
ち
ょ

っ
と
怖
い
で
す
ね
。

|
|
，
住
ん
で
み
て
ど
う
で
す
か
。

夏
は
涼
し
く
、
冬
は
寒
い
で
す
ね
。

静
岡
の
夏
は
、
ク
ー
ラ
ー
が
必
需
品
と

と
い
う
ほ
ど
蒸
し
暑
い
の
で
す
が
、

こ
ち
ら
は
湿
気
が
少
な
く
て
過
ご
し

ゃ
す
い
で
す
。
逆
に
、
上
田
の
冬
は

意
外
と
雪
が
少
な
い
も
の
の
、
と
て

正月も近し、12月15日、城南公民館で「ワ

ンポイント正月料理教室」が聞かれまし

た。この日は地区の主婦20人が参加し、

だて巻き、寒天ょせ、矢羽根れんこんな

どに挑戦。参加者は、講師から料理のコ

ツを者名心に聞いていました。

も
寒
さ
が
厳
し
く
て
静
岡
育
ち
の

私
に
は
こ
た
え
ま
す
。

果
物
、
特
に
り
ん
ご
が
お
い
し

い
で
す
ね
。
主
人
は
以
前
、
り
ん

ご
を
食
べ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

今
で
は
喜
ん
で
食
べ
る
ほ
ど
な
ん

で
す
よ
。
「
そ
ば
」
も
お
い
し
い
で

す
し
、
お
そ
ば
屋
さ
ん
の
盛
り
が

多
い
こ
と
は
う
れ
し
い
で
す
。

ー

l
市
政
に
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
。

こ
の
あ
た
り
は
、
ま
だ
下
水
道

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
下
水

道
は
、
と
て
も
お
金
が
か
か
る
よ

う
で
す
が
、
で
き
る
だ
け
早
く
整

備
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す。

文化財を火災から守ろう

1月26日は

文化財防火デー

いれ広報うえだ63.1.1 

です。



市
役
所
の
代
表
電
話

r
(
η
)
4
1
0
0

業
務
員
・
技
術
員
・
給
食
員

市
職
員
を
募
集

-
職
種

マ
業
務
員
・
技
術
員

マ
給
食
員

-
資
格
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

マ
昭
和
三
十
三
年
四
月
二
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人

マ
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
現
在
、

上
田
市
民
で
あ
る
人
ま
た
は
勉
学

な
ど
の
た
め
一
時
他
市
町
村
に
居

住
し
て
い
る
が
家
族
は
上
田
市
民

で
あ
る
人

-
試
験
日
・
科
目

マ
二
月
八
日
側

l
一
般
教
養
試
験
・

体
力
検
査

マ
二
月
九
日

ω
l面
接
・
作
文

・
人
員
そ
れ
ぞ
れ
若
干
名

・
必
要
書
類

マ
受
験
申
込
書
(
市
役
所
総
務
課
に

あ
り
ま
す
)

マ
履
歴
書
(
市
役
所
総
務
課
に
あ
る

も
の
を
使
用
)

マ
健
康
診
断
書
(
公
立
医
療
機
関
で

受
診
し
た
も
の
)

マ
六
十
円
切
手
添
付
の
白
二
重
宥
筒

(
合
否
連
絡
用
、
あ
て
名
記
入
)

・
申
込
先
・
期
間

一
月
十

一
日
側
か
ら
同
三
十
日
出

ま
で
に
、
市
役
所
三
階
総
務
課
職
員

係
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

-
問
い
合
わ
せ
総
務
課
(
内
線

2

2
2
)
 か寝ぞ

かだ白
えき
るり

震実
のを
Z三

マ
と
き

一
月
二
十
五
日
側
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
三
時
三
十

分

マ

と
ニ
ろ
市
保
健
セ
ン
タ
ー
(
市
役

所
南
庁
舎
二
階
)
マ
内
容
体
験
発

表

(助
言
者
は
鹿
教
湯
病
院
の
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
)
、
話
し
合
い
、
相
談

マ
そ
の
他
当
日
、
介
護
を
代
わ
る

仁

人
が
い
な
い
場
合
は
、

一
月
二
十
日

側
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
(
婦
人
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
伺
い
ま
す
)
。
マ
問
い

合
わ
せ
保
健
予
防
課
(
内
線
2

9

1
)
 市

へ
の
物
品
納
入

「
見
積
参
加
願
」
の
提
出

昭
和
六
十
三
年
度
、

市
へ
物
品
の

納
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
「
見
積
参

加
願
」
が
必
要
で
す
の
で
、
次
に
よ

り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
提
出
期
限

二
月

一
日
側
か
ら

同
二
十
九
日
側
ま
で
マ
提
出
先

管
財
課
(
市
役
所
本
庁
舎
三
階
)
マ

必
要
書
類
①
見
積
参
加
願
②
営

業
概
要
調
書
③
事
業
経
歴
書
④

納
税
証
明
書
(
事
業
税
、
市
町
村
民

税
、
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
、

軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
)

の
原
本
各

一
通

マ

そ

の

他

指

定

用
紙
は

一
月
か
ら
管
財
課
(
内
線
2

5
5
)
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

マ
対
象
者
市
内
に
住
ん
で
い
る
…

か
、
市
内
に
勤
務
し
て
い
る
女
性
(
初
…

心
者
に
限
る
)
マ
定
員

三
十
人
(
定
い

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
)
マ
〈

受
講
日

一
月
二
十
一
日
側
か
ら
三
〉

月
十
七
日
側
ま
で
の
毎
木
曜
日
(
二
川

月
十

一
日
を
除
く
)
。
時
間
は
午
後
六
一

時
か
ら
同
八
時
ま
で
。
マ
受
講
料

無
料
マ
申
し
込
み
電
話
な
ど
で
川

働
く
婦
人
の
家
(
宮
(
⑫
2
9
8
8
)

…

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

水
曜
日
は
休
館
で
す
。

-

特

許

相

談

を

一

.
開
設
し
て
い
ま
す
一

「
特
詐
定
例
相
談
」
は
、
毎
月

一〉

日
に
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
三
(

時
ま
で
、
上
回
商
工
会
議
所
会
議
室
一

で
行

っ
て
い
ま
す
。

相
談
に
は
、
県
発
明
研
究
会
会
員
~

特
許
管
理
士
が
応
じ
ま
す
。
相
談
は
い

無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
川

な
お
、
不
明
な
点
や
予
約
に
つ
い
て
川

は
上
田
商
工
会
議
所
指
導
課
(
岱
⑫
…

4
5
0
0
)
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
…

く

だ

さ

い

。

い

働
く
婦
人
の
家

着
付
教
室
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す

あなたの考えを市政提言電話へ

(留守番電話)
二コサンキュ-

ft25-2539 

にご協力を、暴力三ない運動、

上田市から暴力を追放する

ため、、暴力追放三ない運動、

にご協力ください。

市政に対する建設的なご意見、

ご提案をお寄せください。電話の

開設時間は、午前 9時から午後8

時までです。

広報うえだ 63.1. 1 [12l 

①暴力団を恐れない

②暴力団を利用しない

③暴力団に金を出さない

(上田市暴力追放会議)
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実施日
4zbzt • 場 名 対象地区

1回 2回

東部地区(踏入・泉町・上常田・中常
上田市保健センター

2月7 

2 

1月2 
回・下常悶・北常田・材木町・常入)

(市役所南庁舎2階)
日 日 塩尻地区(秋和・上塩尻・下塩尻)

後) 後)

上野が丘公民館 神科・豊殿地区

中央地区(横町・海野田r.原町・袋町・

上田市保健センター 馬場町・田町・丸堀町・木町・北大手)

E 月日1 月12 日6 

北部地区(上川原柳田T・下川原柳田T・
(市役所南庁舎2階)

愛宕町・上鍛冶町・鍛冶町・上房山・下

房山・柳田I・新田・上紺屋町)
'*) ω 

神川地区公民館 神川地区

川辺町会 館 川辺・泉園地区

南部地区(南天神町・泉平・北天神町・

上回市保健センター
2月7 

2 松尾町・鷹匠町・木町・末広町・大手間η

日
1月日7 西部地区(下紺屋町・鎌原・西脇・新聞r.

(市役所南庁舎2階)
体) 体) 諏訪部・生塚・常磐田r.緑が丘・新屋・
緑が丘北・緑が丘西・城北)

三 好町会館 城下地区

塩田母子健康センター
嗣2月日1 9 
2月2 3 
塩田地区

川西社会福祉センター b日k) 川西地区

62年度(後期)三種混合予防接種目程表
保健予防課

(内線289)

百日ぜき・ジフテリア・破傷風

三種混合予防接種

保健コーナー

※受付時聞は、いずれも午後1時30分から2時30分まで。

※駐車場が1~みあいますので、車での来庁はなるべくご遠慮ください。

対象者 1>1期・・・①60年 7月 1日から同12月31日

までに生まれた子どもさん②60年 6月30日以前

に生まれた子どもさんで未接種の人(ただし 4

歳未満) 1> 2期・・・①59年 1月 1日から同 6月

30日までに生まれた子どもさんで、 1期が済ん

でいる人②58年12月31日以前に生まれた子ども

さんで2期が済んで、いない人(ただし 5歳 6か

月未満)

接種内容 じ>1期...3 ~ 8週間の間隔で3回接種

( 3週間に満たなかったり 8週間を越えた場合

接種はできませんので、ご注意ください) 1> 

2 期… 1 期終了後、 12~18か月以内に 1 回接種

(ただし、 1期を 2回以上接種済みでないと 2

期は受けられません。また 2期の接種は、 1期

を終えてから正確に12か月を過ぎないと接種で

きませんので、ご注意ください)

注意事項 赤ちゃん手帳の中に接種前後の注意事

エ頁がありますので、お読みください。

持ち物 母子健康手帳、印鑑、問診票(赤ちゃん

手帳の中にあります。会場にもあります)

3回目・予備日 3回目および、予備日の日程につ

いては、後日の 「広報うえだJに掲載します。

、v

水
洗
ト
イ
レ
の

凍
結
に
注
意
/

冬
本
番
と
な
り
、
寒
さ
が
厳
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
水
洗
ト
イ
レ
の

場
合
、
タ
ン
ク
や
便
器
の
中
に
水
が

た
ま
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
部
分
が

凍
結
す
る
と
ひ
び
が
は
い
っ
た
り
、

割
れ
た
り
し
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
お

宅
で
は
、
ト
イ
レ
が
北
側
に
あ
る
た

め
冬
に
な
る
と
室
内
が
零
度
以
下
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

夜

「し
み
る
」
よ
う
な
時
は
、
次

の
よ
う
な
方
法
で
凍
結
を
防
止
し
て

く
だ
さ
い
。

①
便
器
の
後
ろ
に
あ
る
タ
ン
ク
の
右

下
に
つ
い
て
い
る
バ
ル
ブ
(
タ
ン
ク

が
別
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
パ
ル

プ
が
管
の
途
中
に
あ
る
)
を
開
い
て

少
し
ず
つ
水
が
流
れ
る
よ
う
に
し
て

お
き
ま
す
。
水
が
動
い
て
い
る
と
零

度
以
下
に
な
っ
て
も
凍
結
し
ま
せ
ん
。

②
ト
イ
レ
の
中
に
簡
単
な
暖
房
器
具

を
置
き
、
室
内
が
零
度
以
下
に
な
ら

J
E
F
 苦

J

手
p

な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

③
ヒ
ー
タ
ー
内
蔵
型
の
便
器
を
使
用

さ
れ
て
い
る
方
は
、
電
源
を
忘
れ
ず

に
入
れ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
タ
ン

ク
は
給
水
の
元
栓
を
し
め
て
水
を
抜

い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

-
問
い
合
わ
せ
下
水
道
課
(
内
線

3
5
7
)
 

市
の
収
納
代
理
金
融
機
関
と
し
て

農
協
古
舟
支
所
を
追
加

上
田
市
農
業
協
同
組
合
に
、
昨
年

十
二
月
二
十
三
日
、
次
の
と
お
り
古

舟
支
所
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

市
の
収
納
代
理
金
融
機
関
と
し
て

公
金
の
取
り
扱
い
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
上
田
市
農
業
協
同
組
合
古
舟
支
所

(
中
之
条
五
七
九
|
一

、
宮
⑧
4
7

4
4
)
 ボ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の

隊
員
を
募
集

日31広報うえだ63.1. 1 

マ
対
象
、
人
員
小
学
校
新
三
年
生

(二
十
人
)
、
小
学
校
新
四
・
五
年
生

(
若
干
名
)

マ
申
し
込
み
一
月
三
十
日
出
ま
で

に
青
少
年
課
(
内
線
6
8
1
)

へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。



児
童
手
当
(
特
例
給
付
)

、
が
変
わ
り
ま
す

児
童
手
当
の
制
度
が
、
四
月
一
日

か
ら
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

マ
受
給
資
格
者
義
務
教
育
就
学
前

の
児
童
を
含
む
十
八
歳
未
満
の
児
童

を
二
人
以
上
養
育
し
て
い
る
場
合
に

支
給
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
自
分
の
お

子
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で
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そ
の
児
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定
の
生
計
関
係
が
あ
れ

ば
受
給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
に

は
、
病
弱
、
発
育
不
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そ
の
他
や
む

を
得
な
い
理
由
の
た
め
就
学
困
難
と

認
め
ら
れ
、
現
に
就
学
し
て
い
な
い

十

一
月
届
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分

ご
め
い
福
を
お
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し
ま
す
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マ
手
当
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人
め
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の

児
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に
は
一
人
に
つ
き
月
額
五
千
円

が
義
務
教
育
就
学
ま
で
支
給
さ
れ
ま

す

(下
図
)。
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申
請
の
方
法
制
度
の
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正
に
伴

い
新
し
く
児
童
手
当
が
受
け
ら
れ
る

人
に
は
、
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月
中
に
認
定
請
求
書
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

記
入
し
、
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
書
類

が
届
か
な
い
人
で
児
童
手
当
を
受
給

で
き
る
と
思
う
人
は
、
福
祉
課
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

な
お
、
新
し
く
二
人
め
以
降
の
児

童
が
出
生
し
た
人
は
、
出
生
届
の
際
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マ
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の
方
法
所
得
が
一
定
額
を

越
え
て
い
な
い
な
ど
受
給
要
件
を
満

た
し
て
い
る
場
合
は
、

二
、
六
、
十

月
に
そ
れ
ぞ
れ
前
月
分
ま
で
の
手
当

を
ま
と
め
て
、
ご
希
望
の
金
融
機
関

に
振
り
込
み
ま
す
。
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今月の「家庭の日J
1月17日(日)です

市では、家庭の大切さを

認識していただくため、毎

月第 3日曜日を「家庭の日J
と定め、明るい家庭づくり

運動を進めています。
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